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1) 専門領域：分子細胞生理学、神経科学 

 

2) 研究課題：  

a) TRP チャネルに関する研究 

 

3) 研究活動の概略と主な成果： 

a) TRPV1 は初めて分子実体の明らかになった温度受容体であるが、哺乳類では９つの温

度感受性 TRP チャネル（TRPV1, TRPV2, TRPV3, TRPV4, TRPM2, TRPM4, TRPM5, 

TRPM8, TRPA1）が知られており、それぞれ特異的な活性化温度閾値がある。強い熱刺

激と冷刺激は痛みを惹起することから、温度感受性 TRP チャネルの一部は痛み受容体

として捉えうる。TRPV5, TRPV6, TRPM6, TRPM7, TRPP3 も研究対象としている。① 

TRPA1 活性化および制御機構の解析：第一級アルコールが炭素鎖長依存的に TRPA1 を活

性化して痛みを惹起することを明らかにし、亜鉛が活性化に関わることを見いだした (Pfluger Archiv, 

2012) 。ワサビに含まれる２つの isothiocyanate 成分 6-(methylsulfinyl)hexyl isothiocyanate 

(6-MSITC) と 6-(methylthio)hexyl isothiocyanate (6-MTITC)が TRPA1 を活性化することを明ら

かにした（Chemical Senses, 2012）。自然に存在する鎮痛薬を探索する目的で、TRPM8 を活性化し

て TRPA1 を阻害する物質をスクリーニングして、1,8-cineole がそうした性質をもつ理想的な物質であ

ることが明らかになった（Molec. Pain, 2012）（マンダムとの共同研究）。② TRPV4 による表皮

ケラチノサイトのバリア機能制御機構の解析：マウス表皮ケラチノサイトで温かい温度

で活性化する TRPV4 がカテニン、E カドヘリンと複合体を形成してアドヘレンスジャ

ンクションを強めて表皮バリア機能維持していることを報告した。ヒト皮膚標本を用い

て TRPV4 が同様に表皮バリア機能に関わっていることを明らかにし、温度と TRPV4

化学物質によってダメージからの回復も大きく促進されることが明らかになった 

(Pfluger Archiv, 2012)（ポーラとの共同研究）。③ TRPM2 の過酸化水素による感作機構

の解析：過酸化水素処理によって HEK293 細胞に発現させた TRPM2 の熱応答が増強さ

れることが分かった。この増強は過酸化水素による TRPM2 の熱活性化温度閾値の低下

（感作）によることが明らかになり、過酸化水素によって酸化される TRPM2 のメチオ

ニン残基を点変異体によって同定した。マウス腹腔マクロファージでも同様の過酸化水

素による TRPM2 機能増強が観察され、TRPM2 欠損マクロファージでは消失していた。

TRPM2 欠損マウスのマクロファージでは、サイトカインの産生や微少な温度上昇によ

る貪食能の増強が観察されなかったことから、TRPM2 は細菌感染時にマクロファージ

で産生される過酸化水素で酸化されて機能増強し、マクロファージ機能を増強させて 



感染に対処するものと考えられた(P.N.A.S., 2012)。④ カエルおよびトカゲ TRPA1 チャ

ネルの遺伝子クローニングと機能解析：TRPA1 は冷刺激感受性をもつか温度感受性を持っ

ていないと考えられている。TRPA1 は進化上で TRPV1 よりはるか古くからあり、昆虫では複数の

TRPA1が熱センサーとして機能することがわかっている。最近、毒ヘビTRPA1がピット器官での温度受

容に関わっていることが報告されたので、ニシツメガエルとグリーンアノールトカゲの TRPA1 を遺伝子ク

ローニングしたところ、どちらも 30-40 度の熱刺激で活性化する熱センサーとして機能することが分かっ

た。化学物質感受性は保存されていた。ニシツメガエルでは感覚神経細胞に TRPV1, TRPA1 という

２つの温度センサーをもっていたものと考えられる(J. Biol. Chem., 2012)（鳥取大学太田利男博士と

の共同研究）。   
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8) 学会および社会的活動  

日本生理学会理事（富永真琴） 

日本生理学会会員委員会委員（富永真琴） 

日本神経科学学会男女共同参画委員会委員（富永真琴） 

国際疼痛学会倫理委員会委員（富永真琴） 

日本疼痛学会理事（富永真琴） 

 The Journal of Physiological Sciences, Editorial board member (M. Tominaga) 

 Pflüger Archiv European Journal of Physiology, Editorial board member (M. Tominaga) 

 Molecular Pain, Editorial board member (M. Tominaga) 

 

9）他大学での非常勤講師、客員教授 

 三重大学大学院医学研究科 非常勤講師（富永真琴） 

 金沢大学医薬保健学域 非常勤講師（富永真琴） 

 九州大学歯学研究院 非常勤講師（富永真琴） 

 富山大学医学薬学教育部 非常勤講師（富永真琴） 

 

10）受賞、表彰 

 第１６回食創会「安藤百福賞」 

 

11) 外部獲得資金 
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12）特許 

  


